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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期
第２四半期
連結累計期間

第13期
第２四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 17,546,89219,795,40737,859,478

経常利益 （千円） 751,668 459,703 1,725,506

四半期（当期）純利益 （千円） 366,077 134,449 790,055

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 372,354 138,457 800,618

純資産額 （千円） 2,399,133 3,667,846 3,620,013

総資産額 （千円） 16,720,96719,245,90720,174,887

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 205.43 58.95 411.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － 57.65 406.24

自己資本比率 （％） 14.3 19.0 17.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 493,281 △578,238 1,860,452

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △539,968 △717,053 △1,476,825

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 59,637 △285,583 1,050,029

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 1,418,867 1,258,697 2,839,572

　

回次
第12期
第２四半期
連結会計期間

第13期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 89.93 22.85

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は平成24年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。第12期連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４  第12期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

しておりますが、当社株式は第12期第２四半期連結累計期間において非上場であり、期中平均株価が把握でき

ないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

なお、調剤薬局事業において行われた主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

(１) 平成24年４月１日に当社連結子会社である赤玉薬品株式会社を存続会社とし、当社連結子会社である有限会

社東北メディスン及び株式会社日本医療サービスを消滅会社とする吸収合併を実施いたしました。また、平

成24年４月２日に当社連結子会社である赤玉薬品株式会社を分割会社とし、当社連結子会社として株式会社

日本医療サービスを新設分割しております。

(２) 平成24年４月２日に当社連結子会社である有限会社やまうち薬局の全株式を譲渡いたしました。

(３) 平成24年４月５日に有限会社すみれ薬局の全株式を取得し、連結子会社といたしました。

この結果、平成24年９月30日現在では、当社グループは、当社（株式会社アイセイ薬局）と、連結子会社７社

により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要な事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済状況は、東日本大震災からの復興需要に支えられ回復を続け

てきましたが、欧州政府債務危機を巡る不確実性が高まっており、世界景気のさらなる下振れ、金融資本市場の変

動により、我が国の景気を押し下げるリスクが存在しており、回復の動きに足踏みがみられる状況にあります。

調剤薬局業界におきましても、平成24年４月に調剤報酬改定、薬価改定が行われ、薬価の引き下げ、ジェネリッ

ク医薬品（後発医薬品）の使用促進等による、国民医療費削減に向けた政策が実施され、厳しい環境が続いてお

ります。

このような状況の下、当社グループの主力である調剤薬局事業では、新規出店及びＭ＆Ａ戦略を推進しており、

平成24年５月に甲信越支店を立上げ、甲信越エリアで12店舗の調剤薬局店舗の営業を開始し、事業規模の拡大、収

益力の強化に向けた施策は順調に推移しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結経営成績は、売上高19,795百万円（前年同期比12.8％増）、

営業利益500百万円（同37.8％減）、経常利益459百万円（同38.8％減）、四半期純利益134百万円（同63.3％減）

となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

調剤薬局事業

当第２四半期連結累計期間において、１店舗の閉鎖、株式譲渡による２店舗の譲渡はありましたが、９店舗の新

規出店を行い、５店舗の譲受け、８店舗の株式取得に伴う子会社化により、店舗数は増加し、事業拡大に向けた店

舗展開は順調に進捗しております。その結果、当第２四半期連結累計期間における調剤薬局事業の店舗数は233店

舗（純増19店舗）となりました。

調剤薬局事業では、隔年の調剤報酬改定、薬価改定が実施され、薬学部の６年制への移行後、初の新卒薬剤師の

採用等がありましたが、店舗数の増加等により堅調に推移し、売上高18,969百万円（前年同期比12.8％増）、セグ

メント利益1,551百万円（同5.6％減）を計上しました。

 

その他

当社グループでは、介護福祉事業（株式会社愛誠会）、不動産リース事業（株式会社日本医療サービス）及び

医薬品卸事業（株式会社ジェネコ）を営んでおります。当第２四半期連結累計期間において、介護福祉事業では、

３年に１度の介護報酬改定がありましたが、既存施設は堅調に推移しております。不動産リース事業及び医薬品

卸事業についても、業績は概ね予算どおり進捗しており、この結果、売上高1,440百万円（前年同期比27.3％増）、

セグメント利益115百万円（同144.5％増）を計上しました。
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（２）財政状態の分析

資産合計は、前連結会計年度末の20,174百万円に対し、928百万円減少し、19,245百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末の11,265百万円に対し、1,587百万円減少し、9,678百万円となりました。主な要

因は、調剤薬局事業における新規出店及びＭ＆Ａ（店舗譲受含む）等により事業規模の拡大に向けた設備投資を

実施し、現金及び預金が1,668百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末の8,908百万円に対し、658百万円増加し、9,567百万円となりました。主な要因

は、店舗開発の中止に伴う敷金及び保証金の返還等による277百万円の減少はあるものの、新規店舗の開発（Ｍ＆

Ａ、店舗の譲受けを含む。）等による建物及び構築物の増加124百万円、のれんの増加305百万円等であります。

負債合計は、前連結会計年度末の16,554百万円に対し、976百万円減少し、15,578百万円となりました。主な要因

は、納税資金及び賞与資金の借入れに伴う短期借入金の増加210百万円あったものの、買掛金の減少710百万円、法

人税等の納付による未払法人税等の減少226百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少161百万円等によるもの

であります。

純資産合計は、前連結会計年度末の3,620百万円に対し、47百万円増加し、3,667百万円となりました。主な要因

は、四半期純利益134百万円の計上及び配当の支払109百万円等によるものであります。また、第１回新株予約権

（ストック・オプション）の行使に伴い、資本金及び資本剰余金が各々２百万円増加し、第２回新株予約権（ス

トック・オプション）の付与に伴い、新株予約権13百万円を計上しております。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,580百万円減少し、1,258百万

円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、578百万円の支出（前年同期493百

万円の収入）となりました。主な収入要因は、税金等調整前四半期純利益428百万円、減価償却費314百万円、のれ

ん償却額190百万円、売上債権の減少額410百万円であります。また、主な支出要因は、仕入債務の減少額859百万

円、法人税等の支払額839百万円及びたな卸資産の増加額276百万円であります。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、717百万円の支出（前年同期539百

万円の支出）となりました。主な収入要因として、調剤薬局事業における店舗開発中止などに伴う敷金及び保証

金の回収による収入361百万円が発生しましたが、主な支出要因として、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取

得による支出381百万円、事業譲受による支出230百万円が発生したことによるものであります。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、285百万円の支出（前年同期59百

万円の収入）となりました。主な収入要因として、長期借入れによる収入795百万円、短期借入金の純増額210百万

円が発生しましたが、主な支出要因として、長期借入金の返済による支出1,088百万円、リース債務の返済による

支出120百万円、配当金の支払額109百万円が発生したことによるものであります。

　
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対応すべき課題について重要な変更はありません。

　
（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,000,000

計 3,000,000

（注）平成24年８月10日開催の取締役会決議により、平成24年９月１日付で株主分割に伴う定款変更が行われ、発行可能

株式総数は1,500,000株増加し、3,000,000株となっております。

　

②  【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,283,000 2,283,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,283,000 2,283,000 － －

（注）提出日現在発行数には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。
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(２) 【新株予約権等の状況】

　

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成24年７月27日

新株予約権の数(個) 330（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 66,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額(円) １（注）２

新株予約権の行使期間 平成26年７月１日から平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格    2,096.50
資本組入額  1,048.25
（注）３、（注）４

新株予約権の行使の条件 （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役
会の決議による承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）６

 (注) １   新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、各新株予約権の目的である株式の数（以下、「付与

株式数」という）は200株とする（株式の総数は66,000株）。ただし、新株予約権を割り当てる日（以下、「割

当日」という）以降、当社が当社普通株式の株式分割（当社普通株式の株式無償割当を含む。以下、株式分割

の記載につき同じ）又は株式併合を行う場合には、次の算式により付与株式数の調整を行い、調整の結果生じ

る１株未満の端数は、これを切り捨てる。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 株式分割又は株式併合の比率

調整後付与株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日（基準日を定めないときはその効力発

生日）以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資本金

又は準備金を増加する議案が株主総会において承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当

該株主総会の終結の日以前の日を株式分割のための基準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会

の終結の日の翌日以降、当該基準日の翌日に遡及してこれを適用する。

また、割当日以降、当社が合併又は会社分割を行う場合その他これらの場合に準じて付与株式数の調整を必

要とする場合には、当社は、合理的な範囲で付与株式数を適切に調整することができる。

付与株式数の調整を行うときは、当社は調整後付与株式数を適用する日の前日までに、必要な事項を新株予約

権原簿に記載された各新株予約権を保有する者（以下、「新株予約権者」という）に通知又は公告する。ただ

し、当該適用の日の前日までに通知又は公告を行うことができない場合には、以後速やかに通知又は公告す

る。
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２  各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、当該各新株予約権を行使することにより交付を受け

ることができる株式１株当たりの払込金額を１円とし、これに付与株式数を乗じた金額とする。

３  発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額１円と付与日における公正な評価単価2,095.5円を合算しており

ます。

４  新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

（１）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、こ

れを切り上げる。

（２）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記（１）記載の資

本金等増加限度額から上記（１）に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

５  新株予約権の行使の条件

（１）新株予約権者は、以下の条件が満たされた場合に限り、上記新株予約権の行使期間の期間内において、新

株予約権を行使することができる。当社の平成26年３月期の事業年度の連結経常利益の金額が、21億40

百万円以上であること。なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべき経常利益の概念に重要な変

更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役会にて定めるものとする。

（２）新株予約権者は、平成26年３月31日に至るまで当社の取締役または執行役員の地位にあることを要す

る。

（３）上記（１）、（２）を満たした場合に限り、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案又は当社が完全

子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき株主総会で承認された場合（株主

総会決議が不要な場合は、取締役会決議がなされた場合）は、以下に定める期間内に限り新株予約権を

行使できる（ただし、下記６．に従って新株予約権者に再編対象会社の新株予約権が交付される旨が合

併契約、株式交換契約若しくは株式移転計画において定められている場合を除く）。

   当該承認日の翌日から15日間

（４）新株予約権者が新株予約権を放棄した場合、当該新株予約権を行使することができない。

６  組織再編における再編対象会社の新株予約権の交付の内容に関する決定方針

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る）又は株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る）（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という）をする場合には、組織再編行為の効力発生日（吸収合併につき

吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社の成立の日、吸収分割につき吸収分割

がその効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社の成立の日、株式交換につき株式交換がその効

力を生ずる日及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ）の直前において残

存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という）の新株予

約権をそれぞれ交付することとする。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨

を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定め

ることを条件とする。

（１）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

（２）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

（３）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、(注)１に準じて決定する。

（４）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定められる再編後行使価額に

上記（３）に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られ

る金額とする。再編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることが

できる再編対象会社の株式１株当たり１円とする。

（５）新株予約権を行使することができる期間

上記、新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅

い日から、上記に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。
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（６）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条１

項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数

は、これを切り上げる。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

（７）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要する。

（８）新株予約権の取得条項

以下の①、②、③、④又は⑤の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合

は、当社の取締役会決議がなされた場合）は、当社取締役会が別途定める日に、当社は無償で新株予約

権を取得することができる。

①当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

②当社が分割会社となる分割契約若しくは分割計画承認の議案

③当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案

④当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要するこ

とについての定めを設ける定款の変更承認の議案

⑤新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の

承認を要すること若しくは当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得

することについての定めを設ける定款の変更承認の議案

（９）その他の新株予約権の行使の条件

(注)５に準じて決定する。但し、(注)５の（１）乃至（３）を除く。

７  平成24年９月１日付の株式分割に伴い、新株予約権の目的となる株式の数、発行価格、資本組入額等が修正さ

れました。上記表の記載内容に当該修正を反映しております。

　

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年７月１日～
平成24年８月31日
（注）１

500 1,140,500 840 1,626,028 840 397,148

平成24年９月１日
（注）２

1,140,5002,281,000 ― 1,626,028 ― 397,148

平成24年９月１日～
平成24年９月30日
（注）１

2,0002,283,0001,6801,627,7081,680 398,828

（注）１  新株予約権の権利行使による増加であります。

２  平成24年９月１日の発行済株式総数の増加は、平成24年８月31日の株主名簿に記載された株主に対し、所有株

式数を１株につき２株の割合をもって分割したことによる増加であります。
　

(６) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岡村  幸彦 東京都渋谷区 475,000 20.81

株式会社メディパルホールディングス 東京都中央区八重洲二丁目７番15号 360,000 15.77

株式会社おかむら 静岡県静岡市駿河区石部43番８号 285,400 12.50

中央エム・リース株式会社 東京都中野区弥生町五丁目２番２号 180,000 7.88

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 105,800 4.63

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 100,900 4.42

アイセイ薬局従業員持株会 東京都千代田区丸の内二丁目２番２号 77,400 3.39

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 65,800 2.88

クオール株式会社
東京都港区虎ノ門四丁目３番１号
城山トラストタワー37階

60,000 2.63

JA三井リース株式会社 東京都品川区東五反田二丁目10番２号 50,000 2.19

計 ― 1,760,300 77.10

（注）１  株式会社おかむらは、平成24年７月２日付で、株式会社望未より商号変更しております。

２  発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

３  三井住友トラスト・ホールディングス株式会社から、平成24年４月５日付で提出された大量保有報告書によ

り、平成24年３月30日現在で58,100株（5.10％）を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として実

質所有株式数の確認ができません。

当該報告書の内容は以下の通りであります。なお、平成24年９月１日付の株式分割の影響及び当該報告書が提

出された以降の新株予約権行使による発行済株式数増加の影響は考慮しておりません。

大量保有者名 保有株券等の数（株） 株券等保有割合（％）

中央三井アセット信託銀行株式会社 26,400 2.32

日興アセットマネジメント株式会社 31,700 2.78

４  三井住友トラスト・ホールディングス株式会社は平成24年４月18日付で変更報告書を提出しており、中央三井

アセット信託銀行株式会社、中央三井信託銀行株式会社、住友信託銀行株式会社との３社で合併し、三井住友信

託銀行株式会社になっております。なお、保有株券等の数には変更がございません。
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(７) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,282,600
22,826 ―

単元未満株式
普通株式

400
― ―

発行済株式総数 2,283,000― ―

総株主の議決権 ― 22,826 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式21株が含まれております。
　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

(注)当四半期会計期間末日現在の自己株式数は、21株であります。

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社アイセイ薬局(E24350)

四半期報告書

11/27



第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,100,800 1,431,876

売掛金 5,676,034 5,368,769

商品及び製品 1,784,480 2,112,354

原材料及び貯蔵品 238 242

その他 804,015 902,448

貸倒引当金 △99,600 △137,671

流動資産合計 11,265,968 9,678,019

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,110,187 2,234,363

その他（純額） 1,958,943 2,134,661

有形固定資産合計 4,069,130 4,369,025

無形固定資産

のれん 1,717,065 2,022,259

その他 204,844 198,538

無形固定資産合計 1,921,909 2,220,797

投資その他の資産

投資有価証券 219,899 227,935

敷金及び保証金 1,461,116 1,184,022

その他 1,432,255 1,722,599

貸倒引当金 △195,392 △156,492

投資その他の資産合計 2,917,878 2,978,064

固定資産合計 8,908,919 9,567,887

資産合計 20,174,887 19,245,907
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,662,123 6,951,543

短期借入金 － 210,000

1年内返済予定の長期借入金 1,766,826 1,605,381

未払法人税等 735,939 509,104

賞与引当金 307,011 339,318

その他 1,061,191 1,023,388

流動負債合計 11,533,092 10,638,736

固定負債

長期借入金 3,478,577 3,372,109

退職給付引当金 154,000 173,760

資産除去債務 184,771 193,150

その他 1,204,432 1,200,304

固定負債合計 5,021,781 4,939,324

負債合計 16,554,874 15,578,060

純資産の部

株主資本

資本金 1,625,188 1,627,708

資本剰余金 506,284 508,804

利益剰余金 1,461,072 1,486,081

自己株式 － △55

株主資本合計 3,592,545 3,622,538

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,962 31,792

繰延ヘッジ損益 △493 △315

その他の包括利益累計額合計 27,468 31,477

新株予約権 － 13,830

純資産合計 3,620,013 3,667,846

負債純資産合計 20,174,887 19,245,907
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(２)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 17,546,892 19,795,407

売上原価 14,955,962 17,190,075

売上総利益 2,590,929 2,605,331

販売費及び一般管理費 ※１
 1,785,949

※１
 2,104,677

営業利益 804,979 500,654

営業外収益

受取利息 4,726 4,208

受取配当金 3,038 2,586

不動産賃貸料 9,898 9,942

保険解約返戻金 － 10,327

受取手数料 8,125 13,057

その他 20,767 18,215

営業外収益合計 46,557 58,339

営業外費用

支払利息 71,290 74,527

不動産賃貸費用 11,738 11,376

支払手数料 9,735 10,512

その他 7,103 2,874

営業外費用合計 99,867 99,290

経常利益 751,668 459,703

特別利益

固定資産売却益 677 313

事業譲渡益 39,782 －

投資有価証券売却益 43,467 －

関係会社株式売却益 － 6,642

特別利益合計 83,927 6,955

特別損失

固定資産除売却損 688 2,769

減損損失 － 35,321

特別損失合計 688 38,091

税金等調整前四半期純利益 834,907 428,568

法人税、住民税及び事業税 439,514 536,421

法人税等調整額 29,315 △242,301

法人税等合計 468,830 294,119

少数株主損益調整前四半期純利益 366,077 134,449

四半期純利益 366,077 134,449
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 366,077 134,449

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,066 3,830

繰延ヘッジ損益 211 177

その他の包括利益合計 6,277 4,008

四半期包括利益 372,354 138,457

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 372,354 138,457
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 834,907 428,568

減価償却費 262,146 314,708

減損損失 － 35,321

のれん償却額 148,757 190,036

株式報酬費用 － 13,830

貸倒引当金の増減額（△は減少） 77,985 △829

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,411 29,219

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,943 17,582

受取利息及び受取配当金 △7,765 △6,795

保険解約損益（△は益） － △10,327

支払利息 71,290 74,527

支払手数料 9,735 10,512

事業譲渡損益（△は益） △39,782 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △43,467 －

関係会社株式売却損益（△は益） － △6,642

固定資産除売却損益（△は益） 11 2,455

売上債権の増減額（△は増加） 228,557 410,699

たな卸資産の増減額（△は増加） 120,320 △276,462

前払費用の増減額（△は増加） △10,807 17,588

仕入債務の増減額（△は減少） △572,940 △859,075

未払金の増減額（△は減少） △5,295 △85,596

未払費用の増減額（△は減少） 10,403 1,856

その他 50,247 28,167

小計 1,169,660 329,345

利息及び配当金の受取額 9,005 7,342

利息の支払額 △73,373 △75,584

訴訟関連損失の支払額 △3,800 －

災害損失の支払額 △5,757 －

法人税等の支払額 △602,454 △839,342

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,281 △578,238
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金及び定期積金の預入による支出 △109,610 △156,890

定期預金及び定期積金の払戻による収入 128,554 247,294

有形固定資産の取得による支出 △633,299 △421,972

有形固定資産の売却による収入 1,212 996

無形固定資産の取得による支出 △32,262 △15,465

投資有価証券の取得による支出 △30,059 △49

投資有価証券の売却による収入 98,454 －

長期前払費用の増加による支出 △4,218 △29,723

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△289,304 △381,300

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 33,776

貸付けによる支出 △102,880 △75,671

貸付金の回収による収入 194,779 34,073

敷金及び保証金の差入による支出 △46,605 △92,265

敷金及び保証金の回収による収入 232,406 361,987

保険積立金の解約による収入 3,507 10,086

事業譲受による支出 △110,718 △230,967

事業譲渡による収入 172,706 －

補助金の受取額 21,600 －

その他 △34,231 △963

投資活動によるキャッシュ・フロー △539,968 △717,053

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 145,002 210,000

リース債務の返済による支出 △81,146 △120,033

長期借入れによる収入 790,000 795,000

長期借入金の返済による支出 △714,438 △1,088,633

社債の償還による支出 △45,000 －

セール・アンド・リースバックによる収入 － 33,062

ストックオプションの行使による収入 － 5,028

配当金の支払額 △30,294 △109,440

その他 △4,485 △10,567

財務活動によるキャッシュ・フロー 59,637 △285,583

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,949 △1,580,875

現金及び現金同等物の期首残高 1,382,193 2,839,572

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

23,723 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,418,867

※１
 1,258,697
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（１）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、連結子会社である赤玉薬品株式会社を存続会社とし、連結子会社である有限

会社東北メディスン及び連結子会社である株式会社日本医療サービスを消滅会社とする吸収合併を実施いたしま

した。また、連結子会社である赤玉薬品株式会社の不動産リース事業を、新設分割によって新設した連結子会社であ

る株式会社日本医療サービスが承継いたしました。

第１四半期連結会計期間において、新たに株式を取得したため、有限会社すみれ薬局を連結の範囲に含めており

ます。

第１四半期連結会計期間において、有限会社やまうち薬局の全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外してお

ります。

 
（２）変更後の連結子会社の数

７社

 
　
　

　

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ4,338千円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

給料及び手当 384,150千円 509,525千円

貸倒引当金繰入額 77,985千円 △468千円

賞与引当金繰入額 60,205千円 83,989千円

退職給付費用 5,972千円 12,378千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金 1,557,307千円 1,431,876千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金及び定期積金 △138,440千円 △173,178千円

現金及び現金同等物 1,418,867千円 1,258,697千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 30,294 34平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日
定時株主総会

普通株式 109,440 96平成24年３月31日 平成24年６月26日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　

　

報告セグメント
その他
（千円）
（注）１

合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）
（注）３

調剤薬局事業
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 　　16,820,915725,97717,546,892 － 17,546,892

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 405,832405,832△405,832 －

計 16,820,9151,131,80917,952,724△405,83217,546,892

セグメント利益 1,643,22747,3191,690,547△885,567 804,979

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業、不動産リース

事業及び医薬品卸事業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△885,567千円には、セグメント間取引消去△5,379千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△884,358千円、及び棚卸資産の調整額4,170千円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントの変更等に関する事項

     該当事項はありません。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 「調剤薬局事業」セグメントにおいて、有限会社神領薬局の株式を取得し連結子会社化したこと及び調剤薬局４店

舗の事業譲受等によりのれんの金額に重要な変動が生じております。

当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては、326,986千円であります。
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当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　

　

報告セグメント
その他
（千円）
（注）１

合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）
（注）３

調剤薬局事業
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 18,969,374826,03219,795,407 － 19,795,407

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 614,285614,285△614,285 －

計 18,969,3741,440,31820,409,693△614,28519,795,407

セグメント利益 1,551,932115,7031,667,635△1,166,981500,654

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業、不動産リー

ス事業及び医薬品卸事業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,166,981千円には、セグメント間取引消去2,769千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,164,609千円、及び棚卸資産の調整額△5,141千円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２  報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四

半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減

価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しており

ます。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「調剤薬局事業」セグメントの利益が3,737

千円増加し、「その他」のセグメント利益が150千円増加しております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「調剤薬局事業」セグメント及び「その他」において、減損損失を計上しております。

なお、当第２四半期連結累計期間における減損損失計上額は、「調剤薬局事業」セグメント12,539千円、「その他」

23,132千円、セグメント間取引に係る調整額△350千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

 「調剤薬局事業」セグメントにおいて、有限会社すみれ薬局の株式を取得し連結子会社化したこと及び調剤薬局５

店舗を事業譲受けしたことにより、のれんが増加しております。また、有限会社やまうち薬局の全株式を売却し連結範

囲から除外したことに伴い、「調剤薬局事業」セグメントにおいて、のれんが減少しております。

当該事象によるのれんの純増加額は、当第２四半期連結累計期間において、495,230千円であります。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 205円43銭 58円95銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 366,077 134,449

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 366,077 134,449

普通株式の期中平均株式数(株) 1,782,000 2,280,660

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 57円65銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 51,594

(うち新株予約権) (株) (－) (51,594)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

(注)１  当社は平成24年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

２  前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しており

ますが、当社株式は前第２四半期連結累計期間において非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載し

ておりません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月12日

株式会社アイセイ薬局

取  締  役  会  御  中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    古  谷  伸太郎  印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長  南  伸  明  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アイセイ薬局の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイセイ薬局及び連結子会社の平成
24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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